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No.16

　広報やおつやCCNetで受講者を募集していました、「生活・介護支援サポーター入門講座」が始まりました。年を
取り、少し介護が必要になっても心配なく暮らせる「みんながずっと暮らしたいと思える町」を目指した一つの取り
組みです。 
こうした取り組みが地域の中に浸透して、共助の輪が広がることを願っています。 

「自主防災組織」 「自主防災組織」 
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こんにちは八百津町地域包括支援センター八百津町地域包括支援センターですです こんにちは八百津町地域包括支援センターです 

◎問い合わせ　地域包括支援センター 143-3267または143-2111（内線2566･2567） 

12月の予定 
 

小林（保健師・主任介護支援専門員） 

～ みつけよう ぼくとわたしにできる自助 ～ 

～介護保険のデイサービスとはどんなところ～ 

・12日（月) 　高齢者のための「こころの相談」　（事前に予約が必要です）　午後から 
こころの専門家の精神保健福祉士が、個別に対応し秘密は厳守します。 

こんな悩みはございませんか。 
たとえば・・・忘れることが多くなった・何もしたくない・眠れない・食欲がない等　 
ぜひ、ご相談ください。 

「自主防災組織ってなに？」 

みなさんの自治会では防災訓練を行っていますか？ 

　デイサービス（通所介護）とは、介護保険の「要支援」や「要介護」と認定を受けられた方が、
施設に通い入浴や食事、レクレーションなど、いろいろなサービスを受けながら日中を有意義に
過ごすところです。 
　現在、八百津町内には3カ所のデイサービスがあり、地区によっては町外のデイサービスを利用
することも可能です。 
　各施設それぞれに特徴があり、細かな内容や雰囲気もさまざまです。 
　施設の選定については、事前見学や、1日体験利用が可能な施設もあります。 
　ご希望の方やご相談のある方は、地域包括支援センターまでお問い合わせください。 
 

　自主防災組織とは、住民の一人ひとりが「自助」そして、「共助」という考え方に基づいて、
自主的に防災活動を行う組織のことを言います。 
　八百津町では、町地域防災計画に基づいて各自治会等を単位とした自主防災組織の設置促進と
育成強化を推進しています。 
 
 
　いざという時のために、普段から訓練を行っておくことはとても重です。 
消火栓の取扱いや炊き出し等、地域のみなさんで協力し合い、訓練を行いましょう。 
　また、町では自主防災組織が訓練等を実施される場合に、その経費を助成する『八百津町モデ
ル自主防災組織活動支援事業』を行っています。 
□八百津町モデル自主防災組織活動支援事業（事前に申請が必要です） 
モデル自主防災組織に認定 

防災計画等を作成する費用 
避難訓練や防災訓練を行うために必要な費用 
自主防災用の資器材を購入する費用など 
※1団体最高10万円（1回のみ）まで助成 

・避難用のヘルメット 
・誘導に使うハンドマイク 
・炊き出しに使う鍋や非常食などの 
　備蓄品の購入に必要な費用等 

みなさんの自助と共助の意識で、素晴らしい自主防災組織にしましょう。 
 

具体的には、 
 

ぜひ、この制度をご活用ください。 
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